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　特集号「環世界の真ん中でデザインする」では、微生物から社会システム、風土まで、多種多様な環世界のまん

なかでデザインする実践者たちによるナラティブを通し、合理性と複雑性を併せ持つデザイン知を多角的に収集

し、不確実な世界を生きながらえるための、デザイン学のもうひとつの可能性を呈示した。

　一方、生きたバクテリアを用いて染色技法の開発を目指す実践など、自然と人間の共創、非人間中心のデザイン

アプローチを実践するSPCSは、これまで経済合理性の面で排除されてきたアンコントローラブルなものを受け入
れ、デザイン、エンジニアリング、アート、自然科学、文化などの領域を横断して、コントロールしない状態でのデ

ザインのあり方を探究する場を作り続け、社会実装の可能性を探究している。

　本セッションは多様な実践者たちによる対話を通して、それぞれの環世界の重なりと広がりから慣習的な認識や

ビジネスプロセスを更新する可能性を共有する。
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